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インフォデミック＝インフォメーション＋エピデミック いつの世にもデマは絶えず 
 
多くの⼈がこのような悪いことが起こるのではないかと⼼の奥底に抱いていること。その
不安を想起させる単語に触れると、その不安な思いを⼼の中に思いとどめられなくなり、⾏
動に移すことになる。多くの⼈がその⾏動をとるようになると、⾃制⼼でその⾏動を⽌めて
いた⼈でも、同じ⾏動をとるようになる。場合によっては、とらざるを得なくなる。 
 
その典型が買い占めであ
る。⽇本経済新聞はまだ記
憶に新しい「トイレットペ
ーパー」さわぎに触れてい
る。新型コロナウイルス騒
ぎの中においても、トイレ
ットペーパーがなくなる
との根拠は全くないのだ
が、それでも多くの⼈がト
イレットペーパーの買い
に⾛り、商店の棚が空にな
る。空になるから、ますま
すトイレットペーパーを
求めて近くの店舗を探し回る。 
 
後から考えると、⾮常に滑稽であるかもしれないが、それがインフォデミック、⼀種のパニ
ックである。名前の由来となっているのがエピデミック。パンデミックではない。これは、
このような現象が限られた地域、たとえば国の単位などで起こることを表している。情報通
信の発展とともに、今後ともインフォデミックが起こる頻度は増⼤してくるものと思う。 
 
⽣活者には情報を読み解く⼒が求められる。たとえば、トイレットペーパーが本当に不⾜す
るかについては、次のブログに⽰すように、そのような理由は存在しない。 
 
なぜトイレットペーパーがまだ市場に出てこないのか？ 原料は有り余る古紙 ３⽉７⽇ 

http://www.alchemist.jp/Blog/200307.pdf 
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新型コロナウイルスの感染拡⼤を受け、
マスク不⾜が問題になる中、「買い占め」問
題はトイレットペーパーやティッシュなど
の紙製品にも広がってきた。 
 


